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小 学 校 6 年  ～ 高 校 1 年   の 女 の 子 と

保 護 者 の 方 へ 大 切 な お 知ら せ
相
当

お子様にも わかり やすい概要版も あり ます。詳 細 版
し ょう さ い ばん

が い よう ばん

ＨＰＶワクチンについて知ってく ださ い
～あなたと 関係のある“ がん”があり ます～
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子 宮 頸 が ん の現 状

＜一生のうち子宮頸がんになる人＞ ＜子宮頸がんで亡く なる人＞

子宮頸がんは、子宮の頸部という 子宮の出口に近い部分にできるがんです。

子宮頸がんは、若い世代の女性のがんの中で 多く を占めるがんです。

日本では毎年、約1 .１ 万人の女性がかかる病気で 、さらに毎年、約2 , 9 0 0 人の女性が亡く なっています。

患者さんは2 0 歳代から増え始めて、

3 0 歳代までにがんの治療で子宮を失ってしまう（ 妊娠できなく なってしまう ）人も、1 年間に約1 ,0 0 0 人います。

1 万人あたり 1 3 2 人 1 万人あたり 3 4 人

2

頸部 子宮

さい

にん し ん

かん じゃ

ち りょう

かんさん

し

けい

1クラス約3 5 人の女子クラスとして換算

つまりこれってどのくらい？

2クラスに1 人く ら い 1 0クラスに1 人く ら い

出典 国立がん研究センター がん情報サービス　 2 0 1 9 年全国推計値に基づく 累積罹患リスク 、2 0 2 1 年累積死亡リスク 、2 0 2 1 年人口動態統計がん死亡データより
るい せき り かん

けい けい

けい

子宮頸がんと 新た に 診断さ れた 女性の数（ 2 0 1 9 年）
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子 宮 頸 が ん に か かる 仕 組 み

子宮頸がんの原因は、長らく 明ら かになっていませんでし たが、1 9 8 2 年、ド イツのハラルド・ ツァ・ ハウゼン氏により 、

子宮頸がんのほとんど がヒト パピローマウイルス（ H PV）と いう ウイルスの感染で 生じること が発見さ れまし た。

同氏は、この功績により 2 0 0 8 年ノーベル医学生理学賞を授与さ れまし た。

H PVには2 0 0 種類以上のタイプ（ 遺伝子型）があり 、

子宮頸がんの原因と なるタイプ が少なく とも 1 5 種類あること がわかっています。

H PVに感染しても 、すぐ にがんになるわけではなく 、いく つかの段階があります。

子 宮 頸 が ん の治 療

子宮頸がんは、早期に発見し 手術等の治療を受ければ、

多く の場合、命を落とさ ず治すこと ができる病気です。

進んだ前がん病変（ 異形成）や子宮頸がんの段階で 見つかると 、手術が必要になります。

病状によって手術の方法は異なりますが、子宮の一部を切り 取ること で 、

妊娠し たときに早産のリスクが高まったり 、

子宮を失うこと で 妊娠できなく なったりすること があります。

H PVは、女性の多く が“ 一生に一度は感染する”といわれるウイルスです。

感染しても 、ほとんど の人ではウイルスが自然に消えますが、一部の人で がんになってしまうこと があります。

現在、感染した後にどのような人ががんになるのかわかっていないため、感染を防ぐことががんにならないための手段です。

3

けい

にん し ん

りょうち

＜子宮頸がんの進行＞

⓪正常 ①H P V の感染※ ②H P V の持続感染 ③前がん病変（ 異形成） ④子宮頸がん

ほと んどは

自然に消えます→（ ⓪へ）

数年～十数年かかって進行

※H PV感染は、主に性的接触によって起こります。一生のうちに何度も起こりえます。
しょくせっ

正常な子宮頸部の

細胞にH P Vが感染する。

がんになる手前の

状態になる。

前がん病変から

がんになる。

一部の人でH PVがなく ならず、

ずっと 感染し た状態になる。
さい ぼう

一部は自然に正常に戻るこ と があり ます→（ ⓪へ）
もど

ヒト パピローマ
ウイ ルス 感染

じゅ

い でん し がた

よ

手術などの治療が必要になります

い けい せい

い けい せい

けい

けい

女性の多く がH P V（ ヒト パピローマウイ ルス）に

“一生に一度は感染する ”と いわれる

がんになる

場合も

感染を 防ぐ こ と が

がんになら ないための手段



H P V ワク チ ン の接 種 に つ い て

日本では、小学校６ 年～高校１ 年相当の女の子を対象に、

子宮頸がんの原因と なるH PVの感染を防ぐワクチン（ H PVワクチン）の接種を提供しています。

対象者は公費により 接種を受けること ができます。

現在日本において公費で受けられるHPVワクチンは、防ぐことができるHPVの種類（ 型）によって、

2 価ワクチン（ サーバリックス® ）、4 価ワクチン（ ガーダシル® ）、9 価ワクチン（ シルガード ® 9 ） ＊の3 種類あります。

一定の間隔をあけて、同じワクチンを合計2回または3回接種します。接種するワクチンや年齢によって、接種のタイミングや回数が異なります。

どのワクチンを接種するかは、接種する医療機関に相談してく ださい。 

4

かくかん

りょうい き かん

H P V ワク チ ン の効 果

サーバリックス® およびガーダシル® は、子宮頸がんをおこしやすい種類（ 型）であるHPV1 6 型と1 8 型の感染を防ぐことができます。

そのことにより、子宮頸がんの原因の5 0～7 0 ％を防ぎます※1。

シルガード ® 9は、 HPV1 6 型と1 8 型に加え、ほかの5 種類※2のHPVの感染も防ぐため、子宮頸がんの原因の8 0～9 0％を防ぎます※3。
※1・ 3  HPV16 型と1 8型が子宮頸がんの原因の50～7 0％を占め（ ※1 ）、 HPV31 型、3 3型、45 型、5 2 型、5 8型まで含めると、子宮頸がんの原因の8 0～9 0％を占めます（ ※3）。
　 　    また、子宮頸がんそのものの予防効果については引き続き評価が行われている状況ですが、これまでのサーバリックス®およびガーダシル®での知見を踏まえると、子宮頸がんに対する発症予防効果が期待できます（ ※3）。
※2  　  HPV3 1 型、3 3型、45 型、5 2型、58 型

公費で 受けられるH PVワクチンの接種により 、

感染予防効果を示す抗体は少なくとも1 2 年維持される可能性があることが、これまでの研究でわかっています※4 。
※4  ワクチンの誕生（ 200 6年）以降、期待される効果について研究が続けられています。

い じこう たい

えき がく

けい

「 9 価ヒト パピローマウイルス（ H PV）ワクチン ファクトシート 」（ 国立感染症研究所）をもとに作成
研究1： Onuki, M ., et al. (20 0 9 ). Cancer Sci 1 0 0 (7 ): 1 31 2-1 31 6 .
研究2： Azuma, Y ., et al. (20 14 ).  Jpn J C lin Oncol 4 4 (10 ): 91 0-9 17 . 
研究3： Sakamoto, J., et al. (20 1 8 ). Papillomavirus Res 6 : 4 6-5 1 . 

1 0 ％
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割
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5 0 ％

6 0 ％

0 ％

研究1

研究2

研究3

2 価・ 4 価ワク チンで
予防できる範囲（ 6 4 .9 ～7 1 .2 ％）

＜日本人女性の子宮頸がんにおける

H PVの種類（ 型）の割合と、ワクチンで予防できる範囲＞

9 価ワク チンで予防できる範囲（ 8 1 .0 ～9 0 .7 % ）

＊2 02 3年4月から、シルガード ®9も公費で受けられるようになりました。

海外や日本で 行われた疫学調査（ 集団を 対象とし て病

気の発生などを 調べる 調査）で は 、H PVワクチンを 導

入すること により 、子宮頸がんの前がん病変を予防する

効果が示されています。

また、接種が進んで いる一部の国で は、子宮頸がん

そのものを予防する効果があることもわかってきています。

HPVワクチンの接種を1 万人が受けると 、受けなければ

子宮頸がんになっていた約7 0 人※5ががんにならなく て

すみ、約2 0 人※6の命が助かる、と試算されています。
※5  5 9 ～86 人

※6  1 4 ～21 人

3 種類いずれも、1年以内に接種を終えることが望ましいとされています。

　 ※1       1回目と2回目の接種は、少なくとも5か月以上あけます。5か月未満である場合、3 回目の接種が必要になります。
　 ※2・ 3   2回目と3回目の接種がそれぞれ1回目の2か月後と6か月後にできない場合、2 回目は1回目から1か月以上（ ※2）、3 回目は2回目から3か月以上（ ※3）あけます。
　 ※4・ 5   2回目と3回目の接種がそれぞれ1回目の1か月後と6か月後にできない場合、2 回目は1回目から1か月以上（ ※4）、3 回目は1回目から5か月以上、2回目から2か月半以上（ ※5）あけます。

※4 ※5

※2 ※3

サーバ

リ ッ ク ス®

シルガード ® 9 ガーダ

シル®

1 回目

1 回目

0 か月

2 回目

1 か月

3 回目

6 か月

0 か月

2 回目

2 か月

3 回目

6 か月

※1

※2 ※3

1 回目

1 回目

0 か月

2 回目

6 か月

0 か月

2 回目

2 か月

3 回目

6 か月

1 回目の接種を
1 5 歳になるまでに
受ける場合

1 回目の接種を
1 5 歳になっ てから
受ける場合

合計

2 回

合計

3 回

一
般
的
な
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル



5

H P V ワク チ ン のリ スク

ＨＰＶワクチン接種後には、接種部位の痛みや腫れ、赤みなど が起こること があります。

まれですが、重い症状（ 重いアレルギー症状、神経系の症状）※1 が起こること があります。

因果関係があるかどう かわからないも のや、接種後短期間で 回復し た症状をふく めて、

H PVワクチン接種後に生じ た症状として報告があったのは、

接種1 万人あたり 、サーバリックス® またはガーダシル® では約9 人、シルガード ® 9 では約3 人です※2 。

このう ち、報告し た医師や企業が重篤※3と 判断し た人は、

接種1 万人あたり 、サーバリックス® またはガーダシル® では約5 人、シルガード ® 9 では約3 人です※2 。

＜痛みやし びれ、動かしにく さ 、不随意運動について＞

●ワク チン の接種を 受けた後に、広い範囲に広がる 痛みや、手足の動かし にく さ 、不随意運動（ 動かそう と 思っていないのに体の一部が

勝手に動いてしまうこと ）などを中心とする多様な症状が起きたこと が報告さ れています。

●この症状は専門家によれば「 機能性身体症状」（ 何ら かの身体症状はあるも のの、画像検査や血液検査を受けた結果、その身体症状に合致

する異常所見が見つからない状態）であると 考えられています。

●症状としては、①知覚に関する症状（ 頭や腰、関節等の痛み、感覚が鈍い、し びれる、光に対する過敏など ）、②運動に関する症状（ 脱力、歩行

困難、不随意運動など ）、③自律神経等に関する症状（ 倦怠感、めまい、睡眠障害、月経異常など ）、④認知機能に関する症状（ 記憶障害、

学習意欲の低下、計算障害、集中力の低下など ）などいろいろな症状が報告さ れています。

●「 H PVワクチン接種後の局所の疼痛や不安等が機能性身体症状をおこすきっかけと なったこと は否定できないが、接種後1 か月以上経過

してから 発症している人は、接種と の因果関係を疑う 根拠に乏し い」と 専門家によって評価さ れています。

●また、同年代のH PVワクチン接種歴のない方においても 、H PVワクチン接種後に報告さ れている症状と 同様の「 多様な症状」を有する方が

一定数存在すること が明ら かとなっています。

●このよう な「 多様な症状」の報告を受け、様々な調査研究が行われていますが、「 ワクチン接種との因果関係がある」という 証明はされていません。

●ワク チン の接種を 受けた後や、けがの後などに原因不明の痛みが続いたこと がある方は、これら の状態が起きる可能性が高いと 考えら れ

ているため、接種については医師とよく 相談してく ださ い。

※1  重いアレルギー症状： 呼吸困難やじんましん等（ アナフィラキシー）、神経系の症状： 手足の力が入りにく い（ ギラン・  バレー症候群）、頭痛・ 嘔吐・ 意識低下（ 急性散在性脳脊髄炎（ AD E M ））等

※2  H PVワクチン接種後に生じた症状として報告があった数（ 副反応疑い報告制度における報告数）は、企業からの報告では販売開始から、医療機関からの報告では平成2 2（ 2 0 1 0 ）年1 1月2 6日から、

　 　 令和5（ 2 0 2 3 ）年6月末時点までの報告の合計。

　 　 出荷数量より推計した接種者数（ サーバリックス®およびガーダシル®は4 1 3 万人、シルガード ® 9は3 2 .9 万人）を分母として1 万人あたりの頻度を算出。

※3  重篤な症状には、入院相当以上の症状などがふくまれていますが、報告した医師や企業の判断によるため、 必ずしも 重篤でないものも 重篤として報告されることがあります。

HPVワクチン接種後に

生じた症状の報告頻度

HPVワクチン接種後に

生じた症状（ 重篤）の報告頻度

サーバリックス®またはガーダシル®

1 万人あたり 約9 人※2

シルガード ®9

1 万人あたり 約3 人※2

サーバリックス®またはガーダシル®

1 万人あたり 約5 人※2

シルガード ®9

1 万人あたり 約3 人※2

しょう じょう

は

はん い

ずいふ い う ん どう

しょうじょう

こし にぶ か びん だつ

きけん たいかん すい みん おく

りょく

がっ ち

とう つう

きょこん と ぼ

き ぎょう

はん ばい りょうい

とくじゅう

はっしょう

しょう おう きゅうせい さん ざいせい のう せき ずい えんとこう ぐん

サーバリックス®添付文書（ 第14 版）、ガーダシル®添付文書（ 第3版）、シルガード ®9 添付文書（ 第1版）より改編　 　 ＊接種した部位の症状

発生頻度 2 価ワクチン（ サーバリックスⓇ） 4 価ワクチン（ ガーダシルⓇ）

1 0 ～5 0 ％未満

1 ～1 0 ％未満

1 ％未満

5 0 ％以上

頻度不明

9 価ワク チン（ シルガード ® 9 ）

腫脹＊、紅斑＊、頭痛

疼痛＊

浮動性めまい、悪心、下痢、そう 痒感＊、発熱、

疲労、内出血＊など

嘔吐、腹痛、筋肉痛、関節痛、出血＊、血腫＊、

倦怠感、硬結＊など

感覚鈍麻、失神、四肢痛など

とう つう

そう よう

し し つう せつ しょう

どん ま ぜん し ん

こう はん

こう

し し つう

け つ

き ん こ っ かく こうげ り ちょく

けん

おう と ひ ろう

たい かん

ほっ せき し ゅ ちょう ひ ろう

疼痛＊、発赤＊、腫脹＊、疲労

掻痒（ かゆみ）、腹痛、筋痛、関節痛、頭痛など

じ んまし ん、めまい、発熱など

知覚異常＊、感覚鈍麻、全身の脱力

四肢痛、失神、リ ンパ節症など

疼痛＊

紅斑＊、腫脹＊

頭痛、そう 痒感＊、発熱

下痢、腹痛、四肢痛、筋骨格硬直、

硬結＊、出血＊、不快感＊、倦怠感など

失神、嘔吐、関節痛、筋肉痛、疲労など



安 全 性 を 定 期 的 に 確 認し て い ま す

接種が原因と 証明さ れていなく ても 、

接種後に起こった健康状態の異常について報告さ れた場合は、

審議会（ ワクチンに関する専門家の会議）※において一定期間ごとに、

報告さ れた症状をもと に、

ワクチンの安全性を継続して確認しています。

予 防 接 種 健 康 被 害 救 済 制 度 に つ い て

極めてまれですが、予防接種を受けた方に重い健康被害を生じる場合があります。

H PVワクチンに限らず、日本で 承認さ れているすべてのワクチンについて、ワクチン接種によって、

医療機関での治療が必要になったり 、生活に支障が出るよう な障害が残るなど の健康被害が生じ た場合は、

法律に基づく 救済（ 医療費・ 障害年金等の給付）が受けられます。

その際、「 厳密な医学的な因果関係までは必要と せず、

接種後の症状が予防接種によって起こることを否定できない場合も 救済の対象とする」という

日本の従来から の救済制度の基本的な考え方にそって、救済の審査を実施しています。

令和5（ 2 0 2 3 ）年3 月末までに救済制度の対象となった方※１は、審査さ れた6 0 2 人中、3 5 7 人※2です。

予防接種による健康被害についてのご相談は、お住まいの市町村の予防接種担当部門にお問い合わせく ださ い。

6

※1  ワクチン接種に伴って一般的に起こりえる過敏症など機能性身体症状以外の認定者もふく んだ人数

※2  予防接種法に基づく 救済の対象者については、審査した計6 4 人中、3 6 人

　    独立行政法人医薬品医療機器総合機構法（ PM D A法）に基づく 救済の対象者については、審査した計5 3 8 人中、3 2 1 人です。

し ん ぎ かい

けい ぞく

ひ がい

ひ がい

りょう き かんい

しょう じょう

し ん さ

ぱんいっ てき びんか しょう

しじっ

H P V ワク チン 接 種 の注 意 点

●筋肉注射と いう 方法で 接種しますが、注射針を刺し た直後から 、

　 強い痛みやし びれを感じ た場合はすぐ に医師にお伝えく ださ い。

●痛みや緊張等によって接種直後に一時的に失神や立ちく らみ等が生じること があります。

   接種後3 0 分程度 は安静にしてく ださ い。

●接種を受けた日は、はげし い運動は控えましょう 。

●接種後に体調の変化が現れたら 、まずは接種を行った医療機関など の医師にご相談く ださ い。
　  HPVワクチン接種後に生じた症状の診療を行う 協力医療機関をお住まいの都道府県ごとに設置しています。

　  協力医療機関の受診は、接種を行った医師またはかかりつけの医師にご相談く ださい。

●H PVワクチンは、合計2 回または3 回接種しますが、接種し た際に気になる症状が現れた場合は、

　 それ以降の接種をやめること ができます。

ひか

さ

きん ちょう

りょう き かんい

し ん

し ん りょうしょう じょう

じゅ

しょう じょう

※厚生科学審議会予防接種・ ワクチン分科会副反応検討部会 等
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H P Vワク チン と 子 宮 頸 が ん 検 診

子宮頸がんで 苦しまないために、私たちができること は、

H PVワクチンの接種と 子宮頸がん検診の受診の２ つです。

子 宮 頸 が ん 検 診 に つ い て

2 0 歳になったら 、子宮頸がんを早期発見するため、

子宮頸がん検診を定期的に受けること が重要です※。
※H PVワクチンで防げない種類（ 型）のH PVもあります。

子宮頸がん検診では、前がん病変（ 異形成）や

子宮頸がんがないかを検査します。

H P V ワク チ ン の はじ まり と 世 界 で の 状 況

H PVワクチンは、2 0 0 6 年に欧米で 生まれ、使われ始めまし た。

日本では、2 0 0 9 年1 0 月にワクチンとして承認さ れ、接種が始まりまし た。

世界保健機関（ W H O）が接種を推奨しており 、

2 0 2 2 年1 2 月時点では、1 2 0 か国以上で公的な予防接種が行われています。

カナダ、イギリス、オースト ラリアなど の接種率は8 割以上です。

日本での接種者は近年徐々に増えています。

日本の最新の接種状況は厚生労働省ホームページからご確認いただけます。

1 2 0 か国以上で
公的接種

カ ナダ、イ ギリ ス、オースト ラリ アなどでは

接種率 8 割以上
日本での接種率は

徐々に上昇中

継続し て 安心！

な る ほど！

きょうじょう

おう べい

しょう

い けい せい

すい

じゅ し ん

し んけん
けい

し んけん

けい ぞく

カ ナダ

イギリ ス

ド イツ

イタリ ア

オースト ラリ ア

8 7 ％

アメリカ 6 1 ％

8 3 ％

4 7 ％

3 2 ％

フ ランス 3 7 ％

8 2 ％

＜H PVワクチンを接種した

女の子の割合（ 2 0 2 1 年）＞

さい

ワク チンを 接種し ていても 、し ていなく ても 、2 0 歳になっ たら

必ず、定期的に子宮頸がん検診を 受けてく ださ い。

さい

厚生労働省「 定期の予防接種実施者数」 h ttp s : //w w w .m h lw . g o . jp /top ic s/bcg /o the r/5 .h tm l  

けい

※出典： W H O/U N IC E F Joint Reporting  
Form  on Immuniza tion

H P Vワク チン で

H P Vの感染を 予防

ポ イント

1
子宮頸がん検診で

がんを早く 見つけて治療

ポイント

2

りょうち

https://www.mhlw.go.jp/topics/bcg/other/5.html


接種後に、健康に異常があるとき

接種を行った医師・ かかり つけの医師、H P V ワク チン接種後に生じ た症状の診療に関する協力医療機関
※協力医療機関の受診については、接種を行った医師またはかかり つけの医師にご相談く ださ い

不安や疑問があるとき、日常生活や学校生活で困ったこと があるとき

お住まいの都道府県に設置さ れた相談窓口（ 衛生部局、教育部局）

ＨＰＶ ワク チンを含む予防接種、インフ ルエン ザ、性感染症、その他感染症全般についての相談

厚生労働省　 感染症・ 予防接種相談窓口

予防接種による健康被害救済に関する相談や、どこ に相談し たらよいかわから ないとき

お住まいの市町村の予防接種担当部門

H PVワクチンに関するよく あるご質問（ Q& A）については、こちらをご確認く ださ い。
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H P V ワク チンに関する相談先一覧

すべてのワクチンの接種には、効果とリスクと があります。

まずは、子宮頸がんと H PVワクチン、子宮頸がん検診について知ってく ださ い。

周り の人とお話ししてみたり 、かかりつけ医などに相談することも できます。

H P V ワク チ ン に つ い て 知っ てく だ さ い

けんけい し ん

厚労省　 Ｈ Ｐ Ｖ
厚生労働省のホームページでは、

H PVワクチンに関する情報をご案内しています。

お問合せ先

【大口町からのご案内】 
 

●接種対象者    小学６年生から高校１年生相当の年齢の女性 
 

●接種場所      大口町・扶桑町・江南市・犬山市の実施医療機関（要予約） 
 

●接種に必要な物 予診票 ・ 母子健康手帳 ・ 保険証 ・子ども医療費受給者証 
 

お問合せ 大口町健康課（０５８７）９４－００５３ 


